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ご冥福をお祈りします。

※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意を頂いております。

４月受け付け分（敬称略）
地区名 亡くなった方 満年齢

城辺俳句会　大和田いそ子さん ( 御荘平城 )
▶俳人をご紹介します

　両親の影響を受け、躊
ちゅう

躇
ちょ

なく俳句を始めましたが、
その奥深さに戸惑い、現在は師

し
系
けい

鍵
か ぎ わ だ

和田秞
ゆ う こ

子の結社
「秋

しゅうれい
麗」と「むさし野」に所属し研

けんさん
鑽を積んでいます。

　作句活動に全国各地を吟行
し、俳

はいえん
縁が交友関係を広げ、

季語の体験は、生活の豊かさ
を齎

もたら
すなど、俳句の醍

だい
醐
ご

味
み

も
味わっています。
　昭和 63 年に吉田信保先生
が創立された「城辺俳句会」
を引き継ぎ「楽しく個性のあ
る俳句作り」を目標に運営に
当たっています。

４月受け付け分（敬称略）

地区名 子の名 保護者


